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２ の り みの 21  
中間報告書に記載された四日市市が取り組む 8 つの方向性を受けて、地域医療検討

委員会に、精神医療分野、救急医療分野、市民代表委員の 3 名を増員し、新しく「安
心の地域医療検討委員会」として再編を行った。脳卒中部会は、昨年度の 2 つの提案
について地域の関係者と協議しながら具体的に実施するとともに、医療と介護の多職
種による連携システムを構築中である。さらに、新しく在宅緩和ケア推進部会（以下、
緩和ケア部会）を平成 21 年 6 月 22 日に設置した。緩和ケア部会では、脳卒中部会と
同様にがんの在宅医療推進に向けた地域課題を明らかにし、地域の関係者が取り組む
方向性について提案を行う予定である。また、安心の地域医療検討委員会及び脳卒中
部会と緩和ケア部会による 2 年目の取り組みについても報告書を作成する予定として
いる。 

 

会の２ の 体 な り み 
1 年目のまとめ（表 1～3）については、特に目新しいことはなく予想の範囲内であ

り、実際には 2 年目の取り組みが重要と考えていた。つまり、脳卒中部会の 2 つの提
案をどのように地域関係者の理解を得ながら実現するかが 2 年目の最大の課題であっ
た。提案を実現するプロセスを重視し、医療と介護の関係者が無理なく連携がとれる
仕組みが必要と思われた。四日市地域においては、医療と介護の分野ではそれぞれ優
れた取組が始まっていた。行政の役割としては、医療と福祉という分野を超えた仕組
みづくりに焦点を絞って事業を進めることとした。 
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 なか ンタ の  
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における保健所設置市または保健所の役割を明確化されたい。」を国に対する提
言としたい。 
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